
第４号様式（要綱第６条関係） 
 

令和７年度 第２回 藤沢市立八松小学校 学校運営協議会議事録 
 

            開催日時  2025年７月 10日（木）午前 10時～12時 00分 

                  場所    八松小学校 指導室                         

出

席

委

員

等 

植木 菊治 （会長／辻堂地区民生委員） 

瀧谷 典子 （副会長／八松小学校校長） 

山本 あや （本校在籍児童保護者） 

吉田 秀樹 （辻堂まちづくり会議 防災担当） 

若林 理恵 （藤沢市社会福祉協議会 コミュニティ・ソーシャルワーカー） 

小野 登紀子（明治地区民生委員児童委員） 

桝居 亮子 （八松子どもクラブ クラブ長） 

片山 雄貴 （辻堂市民センター職員） 

猪野 恭子 （明治地区青少年育成協力会 副会長） 

秋山 るみ （八松小学校教頭） 

------------------------------------------------------------------- 

出席委員：１０名（欠席委員４名） 

次

第 

１ 開 会 

２ 学校からの報告 

  ・プール水質管理への地域協力 

  ・防災備蓄品の整備と保管状況 

  ・リソースルームの現状と支援のお願い 

  ・給食当番中の教室見守り支援のお願い 

  ・昼休みの児童玄関及び掃除の時間の見守り支援のお願い 

３ 協議事項 

  ・登下校・放課後のトラブルへの対応の在り方 

  ・学校・家庭・地域の役割分担と連携 

  ・今後の情報共有の方法（連絡網の代替案） 

４ その他 

５ 閉会 

６ 現場視察 

  ・防災備蓄品の保管場所 

 

 

協

議 

内

容 

３．協議事項 

・副会長 ○登下校中・放課後のトラブルの相談や対応要請が多くあり、教員のオーバーワークの一

つの要因となっている。改善が必要だと感じている。子どもたちの人間関係に関わる出来

事などについては学校が関わっていくことはもちろんだが、現状をご理解いただき、地域

での役割分担を考えてほしい。登下校中、放課後の見守りについてお願いしたい。 

     ○不審者について、家庭から警察に連絡してほしい。地域や家庭で子どもたちの安全を守

るためにできることについて 

     ○個人情報保護の観点から連絡網が無くなって久しいが、保護者同士で連絡がとれず、学

校に相談が入る放課後のトラブルのケースが増加している。保護者同士が話をするための

手段や学校以外の相談先などについて、今後どのように整理ができるだろうか。 

・委員     昨年度、警察に通報する案件があった。警察からは、30分以内に通報してほしいと言わ

れた。即時対応の必要性を感じた。 

・委員   当事者の家庭から警察に即時通報するよう、学校から保護者に繰り返し伝えることが必

要だ。 

・委員    連絡網の廃止により、子どもの帰りが遅い時などに友だちの連絡先を知らないので連絡

がとれず心配だ。 



・委員    辻堂青少年協会情報交換会にて、警察より、不審者情報が増えているので、引き続き見

守りが必要な状況とのこと。 

放課後の SNS、LINEトラブルに学校がどこまで関わるのか。つなげるところまでを学校が、

その後は保護者同士で解決に向けて話し合ってもらうのでよいのではないか。 

・委員    辻堂まちづくり会議で、子ども見守り部会を立ち上げた。 

     地域と学校の情報連携について、学校連絡メールの配信内容を市民センターから地域に連

絡してパトロールの強化を依頼。地域に声をかけるシステムを構築している途中である。

９月から１２月に試運用。R８から本格的に運用を考えている。 

・委員    学校連絡メールと神奈川県警の防犯メール「ピーガルくん」の配信の情報に差がある。

学校連絡メールは学校から、「ピーガルくん」は神奈川県警から発信をしている。 

・副会長   保護者から学校に入った不審者情報をもとに学校連絡メールで発信することがある。不

審者情報は必要に応じて近隣学校と情報を共有している。神奈川県警の「ピーガルくん」

メールを保護者に登録するように促している学校もある。 

・委員    町内会によっては、連絡網があり、パトロールするところもある。 

・委員     交通安全対策協議会は、学校連絡メールに登録している。登校時刻の変更については、

学校連絡メールで確認している。町内会によっては、独自に連絡網をもっている。団体

も多いので、活用できるかもしれない。 

・委員     明治地区では、不審者情報を学校から市民センターへ配信すると、自治会等へと情報が 

伝わっていく。 

・委員     こども 110 番の家が、通学路にどのくらいあるか。緊急時はいち早く通報する必要があ

る。 

・副会長    こども 110番の家の話はしている。親子で確認しておくとよい。 

・委員     こども 110番の家は留守のこともある。緊急時コンビニに入ることができる。 

・副会長    コンビニが出前授業として、食の再利用、防犯教室を行っている。緊急避難場所として 

近くのコンビニエンスストアが選択肢になることを子どもたちに伝えていく。 

・会長     コンビニが地域と一緒に安全を守ることをしている。 

・委員     不審者情報について、捕まったかどうかわからないので不安だという声を聞く。不審者

はなかなかつかまらない。 

・会長     警察ができることは、パトロール強化。 

        連絡網の廃止について、無いことを前提にどう動くか。 

・委員     近隣トラブルについて、市民センターでも中継ぎ対応をする。学校の場合も連絡先情報

を知っているのは学校しかないので、つなげるところまではやることになる。 

・委員     ケースバイケースの対応が必要。保護者は、ある程度のジャッジがほしいと思っている。

しかし、それは難しく、できない。市民相談情報化窓口の提案をしている。子ども同士

のトラブルがそれに該当するか分からないが。 

・副会長    学校は子どもたちを教育する機関。保護者の教育観、価値観の多様化や考え方の相違も

あるが、子どもたちが共に成長していくという観点から、学校は各保護者と対話をして

いく。 

以 上  

次回開催予定 ２０２５年９月４日（木）午前 10時～ 

                    場 所  藤沢市立八松小学校 指導室 


